
地

山曙

策

鞄

讐

擁

藍

鋸

南

蒲

洲

の

蔵

崩

岩

大

正
十

四
年
十

一
月

吉

田

弟

彦

鰭

論

華

腎
石
は
甫
満
洲
奉
天
膏
林
両
省
の
東
部
鴨
紋
江
沿
岸
よ
-
南
方
遼
兼
等
島
の
脊
骨
を
な
せ
る
摩
天
魔
山
脈

7
潤

.ハソ
ライト

の
地
方
の
片
轡

ポ
或
は
音
塗
代
水
成
岩
を
貫
き
栗

磐

を

な
し
て
分
布
す
'
而
し
て
其
種
頻
は
角
開
華

讐
有
を
圭
だ
し

角
閃
望

蒜

華

悟
空

望

蒜

花
岡
栗
.
電
束
石
荘
園
華

挽
飽
石
華

盟
夏

び
菩

阿
哲

有
等
の
各
種
あ
-
其
組
織

は
粗
中
乃
至
微
粒
貿
埜

讐
露

純
或
は
斑
状
組
織
を
な
す
.
親
粒
質
或
は
斑
状
組
織
を
な
す
も
の
は
所
謂
高
麗
花
園

岩
に
し
て
白
色
乃
至
肉
紅
色
正
長
石
及
び
石
英
の
親
株
を
倉
み
中
馳
乃
至
微
粒
の
花
園
岩
は
偶
に
普
通
華

阿
悪
ど
耕

し
其
造
岩
頻
物
瓶
は
殆
ん
で
同
大
の
結
晶
を
な
す
も
の
な
ゎ
O

菩

岡
岩
盤
の
中

央
部
は

蒜

に
粗
放
或
は
響

墨

に
し
て
棟
蓮
に
向
つ
て
距
る
～
に
礎
ひ
珊
股
貿
芸

才

漸
次

r

プ
ラ
イ
･L

微

墾

腎

石

質
に
移
化
し
或
は
井
底
華

岡
潜
に
遷
移
し
始
源
代
の
片
鹿
砦
ビ
甚
別
に
苦
し
む
も
の
あ

う
.

同
湖
桝
の
花
柄
潜

憲

一



地

球

節
四
懸

節

五

紙

喜

八

二

光
悶
着
は
組
織
上
の
甚
別
あ
る
の
み
な
ら
ず
長
石
の
樟
糖
に
よ
-
之
を
協
別
し
得

べ
-
正
長
石
に
乳
白
色
及
び
肉

紅
色
の
二
種
あ

-
p
乳
白
色
正
長
石
の
み
を
倉
む
載
崩
岩
の
耗
析
ビ
両
蛎
の
混
合
し
た
る
花
岡
岩
あ
-
肉
紅
色
正
長

石

を
倉
む
も
の
は
員
ら
其
色
淡
紅
色
或
は
濃
紅
色
に
し
て
多
-
斑
状
花
園
栗
に
属
し
高
麗
花
山腎
石
ビ
絹
ふ
る
も
の
な

り
'
僻
斜
長
石
を
倉
む
も
の
ど
之
を
倉
ま
ざ
る
も
の
ど
韮
同
著
に
二
校
あ
ro
O

岩

石

概

論

角
閃
花
梅
岩

角
閃
韮
山岡
倉
は
淡
鰐
色
常
盤
色
淡
純
色
或
は
淡
紅
色
聖

ホ
し
着
色
鋸
物
の
最
少
な
き
も
の
は
其
色

淡
-
之
を
将
す
に
従

ひ其
色
濃
-
肉
紅
色
正
長
石
を
食
む
も
の
は
特
に
著
し
-
肉
紅
色
な
-
而
し
て
該
荘
園
岩
の
組

オ
リ
ゴ
ク
ラス

織
は
組
細
の
粒
状
組
織
に
し
て
ま
成
傑
物
は
正
長
石
石
英
及
び
角
閃
石
よ
･Jl
成

-
屡
次

曹

長

石

及
び
叢
書
母
を
件
ひ

燐
次
石
p
デ
ル

n
ン
p
柘
柑
石
p
碓
温
石
及
び
磁
餓
館
等
を
含
む
も
の
あ
-
0

正
長
石
は
概
ね
白
色
或
は
淡
黄
色
の
種
類
は
多
-
介
解
し
不
完
全
な
る
外
形
を
示
す
も
肉
紅
色
の
も
の
は
比
較
的

其
鮮
明
に
し
て
結
晶
の
外
形
も
開
明
か
な
る
も
の
多
し
｡

石
英
は
不
規
則
な
る
稜
角
既
成
は
団
塊
あ
る
粒
状
を
な
し
､
岩
石
を
鏡
検
す
れ
ば
微
粒
状
の
石
英
及
び
長
石
の
混

食
物
は
屡

屯
セ
イ
ヅ
ク
構
造
を
な
し
他
の
粗
砕
腫
物
の
容
臆
を
充
填
す
る
も
の
あ
-
.
着
色
焼
物
は
角
閃
石
を
蓬
だ

し
少
嚢
の
凪
抑質
骨
を
件
ひ
漸
々
黒
雲
伸
の
畳
を
略
し
蓬
に
角
閃
貴
賓
骨
荘
山岡
岩
に
遷
移
す
る
も
の
あ
-
0



関
東
州
の
石
河
普
蘭
店
地
方
の
角
開
墾

盟
石
は
潜
通
花
岡
山雷

種
類
に
し
て
中
粒
或
は
微
粒
の
粒
状
組
織
を
な
し

屡
不
明
瞭
な
る
刺
状
組
織
を
な
し
片
麻
華

岡
倉
に
遷
移
す
.

斯
岩
石
は
正
長
石
及
び
愛
畳
の
鄭

朋叡
霜
を
倉
み
之
を
雫

に
見
れ
ば
宝

石
は
陶
土
化
し
或
は
白
雲
母
に
鼻
贋
す

れ
で
も
晶
形
相
明
か
-

も
の
あ
-
細
警

破
砕
毘

し

1E
長
石
石
英
の
温
苦

し
も
の
親
粒
結
晶
の
問
を
充
填

す
｡

斜
長
石
は
陶
土
化
す
る
も
の
少
-

晶
形
明
に
L
で
ア
ル

･,,l
ィ
-
稀
に
ペ
グ
ク
リ
ソ
双
晶
等
を

写

､
角
閃
石

は
純
色
に
し
て
杖
状
或
は
斜
方
形
を
な
し
黒
雲
母
陽
起
看
等
に
鼻
質
す
0

ス
レンダ-

商
家
敬
附
近
の
華

讐
石
も
亦
中
糠
組
織
-

し
帥
紙
状
の
角
閃
雷

倉
み
胡
麻
塩
色
盲
な
し
黒
雲
嘗

伴
ひ
豊

を
増
し
角
閃
黒
雲
母
華

岡
倉
に
遼
移
し
西
玉
唱
附
鑑
に
は
此
種
類
多
し
.

要

石
を
鏡
検
す
る
に
関
東
州
の
華

岡
菅

大
同
小
警

し
て
正
長
石
石
英
多
量
に
し
て
少
量
の
斜
長
石
を
食
め

,り
0新

店
の
兼
翻
串
蔑
地
方
の
角
開
墾

盟
石
は
晒
純
色
或
は
扱
鰭
色
を
帯
び
正
長
石
石
英
及
び
角
閃
石
を
倉
み
之
を
鋸

槍
す
る
に
線
色
角
閃
石
は
柱
状
或
斜
方
状
を
な
し
多
色
性
著
し
-
線
色
よ
-
黄
線
色
空

等

或
は
織
維
状
角
閃
石
に

分
裂
す
る
も
の
あ
-
p
或
は
慧

蒜

陽
誕
石
或
は
針
状
透
角
閃
石
に
鼻
褒
し
披
熊
石
磁
餓
僚
粒
を
供
ふ
｡

小
母
溝
附
鑑
の
華

阿
潜
は
微
粒
贋
に
敗
北
周
岩
的
石
基
中
に
針
状
角
閃
石
を
倉
め
り
鏡
下
に
角
閃
石
は
柱
状
或
斜

方
形
を
な
し
披
廉
石
磁
蛾
鋸
を
食
み
p
本
撰
膝
湯
閲
地
方
の
草

間
岩
は
斑
状
組
織
を
な
し
淡
紅
色
正
長
石
を
倉
み
巽

南
淋
洲
の
花
哲

お

悪

lニ



地

球

弟
的
魯

第
五
戟

喜

四

形
多
-
は
レ
ン
ズ
状
を
な
し
長
軸
の
方
向
に
並
列

し捕
光
輝
を
灘
ぶ
之
を
鏡
下
に
見
れ
ば
梢
々
陶
土
化
し
石
英
は
多

角
組
粒
を
な
し
石
英
長
石
の
微
粒
泥
食
物
を
以
て
充
填
さ
れ
角
閃
石
は
聖

置

或
は
線
泥
質
に
担
質
し
磁
峨
鯨
を
供

へ
-
｡

角
閃
蕃

罵

花
園
潜

角
閃
普

遍

華

賃

は
千
山
､
熊
岳
城
商
家
嶺
新
開
嶺
及
び
荘
河
の
兼
に
露
出
し
苗
家
嶺

附
鑑
の
華

讐
霞

粒
状
組
織
を
な
し
漸
次
片
施
華

賃

に
移
化
す
之
を
鏡
下
に
見
る
に
正
長
石
石
英
望

還

及
び
角

閃
石
よ
-
成
-
正
長
石
は
紺
晶
形
明
に
し
て
石
英
は
粒
状
不
規
則
な
る
形
を
な
し
燐
次
石
デ
ル

コ
ソ
･
線
現
有
並
に

方
解
石
等
を
合
め
,a
.

此
岩
石
は
太
中
庄
附
妃
に
於
て
前
審
武
史
亜
代
鹿
砦
に
接
触
塵
質
を
輿
へ
讐

雷

健
繰
石
紅
柱
石
及
び
電
束
石
等

を
含
む
も
の
あ
-
｡
熊
蕗
城
附
近
の
華

岡
岩
も
亦
水
成
雷

接
近
す
る
に
蔑
ひ
片
施
菩

登

に
遷
移
し
正
長
石
石
英

粒
の
問
に
整

諒

の
薄
嘗

爽
灘
す
宕

鋸
槍
す
れ
ば
正
長
石
石
英
は
微
細
に
破
誉

れ
往
々
宝

石
の
柱
状
管

帽

を
包
み
着
色
鋸
物
角
閃
石
望

蒜

を
空

音

食
み
斜
長
石
を
合
有
せ
ず
o

荘
河
及
び
新
開
嶺
附
近
の
華

盟
覆

車
粒
薯

賃

組
織
を
な
し
鏡
検
す
れ
ば
正
長
石
石
英
少
量
の
斜
長
石
及
び
角

閃
石
聖

蒜

を
倉
み
角
閃
石
は
努
開
兼
に
治
ふ
て
分
裂
剰
維
す
る
が
加
-
し
て
絃
頗
石
磁
親
機
等
を
倉
石
す
｡

千
山
の
華

盟
晋

華

禦
霜

蛾
を
な
し
挽
紅
色
北
長
石
を
倉
み
其
色
淡
紅
色
空
等

之
を
鋸
下
に
見
れ
ば
倣
斜
長

石
営
倉
み
其
称
性
な
る
ラ
チ
ッ
ク
構
造
の
双
晶
明
瞭
な
り
.



親
賢
母
花
山同
著

韻
書
雅
花
崗
岩
は
親
知
の
瓶
状
組
織
を
な
す
も
の
多
-
齢
に
斑
状
組
織
を
な
し
斑
状
載
岡
岩
b･J

箱

へ
ら
る
ゝ
も
の
あ
り
異
色
は
挽
源
色
或
挽
紅
色
に
し
て
白
色
或
は
肉
紅
色
の
正
長
石
､
石
英
叢
雲
母
及
び
少
畳
の

角
閃
石
を
食
み
往
々
斜
長
石
を
供
へ
-
p
該
岩
石
は
安
東
掘
.
輔
叱河
'
玉
髄
背
帥
鴫
紘
江
附
近
並
に
摩
天
塩
山
脈

l

潤
の
天
楯
山
蓋
平
成
選
別
河
上
洗
地
方
に
分
布
す
0

蓋
卒
附
鑑
の
繋

腎
石
は
其
色
級
盟
色
に
し
て
正
長
石
石
英
黒
雲
母
を
倉
み
之
を
鋸
下
に
見
れ
ば
正
長
石
比
較
的
分

離
程
度
少
な
-
斜
長
石
の
魔
も
他
の
地
方
の
花
掃
潜
ま
-
多
し
而
し
て
角
閃
石
の
少
量
を
倉
み
貴
書
母
は
元
凍
角
閃

石
の
担
質
せ
し
も
の
に
し
て
其
戎
徐
の
角
閃
石
の
如
き
戚
憩
を
抱
か
し
む
る
も
の
な
･in天
藤
山
附
近
の
花
崗
岩
は
其

色
淡
鰭
色
に
し
て
正
長
石
石
英
粒
多
-
露
書
庫
少
-
鏡
下
に
斜
長
石
を
食
ま
ず
｡

華
利
河
上
洗
地
方
の
載
崩
岩
は
微
粒
贋
に
し
て
挽
褐
色
を
示
し
屡
斑
状
組
織
を
示
し
正
長
石
の
粗
粒
を
食
み
副
成

分
/̂J
L
で
憐
次
石
磯
城
館
を
供

へ
-
O

花
園
斑
岩

花
園
斑
岩
は
荘
河
(部
落
)
の
束
方
豊
島
竿
島
及
び
荘
河
(河
)
の
上
流
爽
河
山
八
家
嶺
並
に
千
山
地
方

に
威
き
岩
塊
を
な
し
て
分
布
す
斑
状
花
岡
岩
ビ
は
長
石
粒
の
粗
大
な
る
に
よ
-
屈
別
し
飼
多
-
岩
脈
状
を
な
し
て
露

出
す
る
を
以
て
識
別
す
.

糸
島
年
島
の
花
園
斑
岩
は
前
定
式
異
.=1g.代
水
成
革
を
貫
き
荘
河
上
流
の
も
の
は
片
麻
岩
或
は
花
岡
岩
を
賞
き
て
露

出
す
｡

南
満
州

の
花
純
山村

茜

】

五



地

球

鰐
四
番

鰐
克
也

喜

l

六

フ

q

ル

シ

チ

ツ

ク

華

岡
磐

石
の
石
基
に
三
種
あ
-
欝

一
は
微

粒

長

石

贋

よ
り
成
-
微
細
な
る
正
長
石
塩
ビ
少
量
の
石
英
を
含
み
撃

一

ア
プ
ラ
イ
ト

は
中
瓶
微
華

盟
石贋
些

二
は
琴

聞
岩
質
ビ
し
て
石
英
畏
雲
母
及
び
白
色
紅
色
の
二
様
の
正
長
石
を
食
め
pc,而
し
て
斑

晶
傑
物
は
正
長
石
(稀
に
斜
長
石
)
及
び
石
英
を
含
み
鏡
下
に
於
で
は
角
閃
石
農
雲
母
の
斑
晶
を
認
め
た
㌔

畏
島
宇
島
の
典
家
屯
高
麗
塙
潤
海
店
の
各
地
の
華

岡
繋

有
は
単
粒
の
石
基
中
に
白
色
乃
至
肉
紅
色
の
正
長
石
を
倉

み
殊
に
高
麗
鳩
潮
海
店
花
崩
岩
の
肉
紅
色
正
長
石
は
二
糎
乃
至
七
糎
の
結
晶
が
美
事
な
る
カ
ー
〝
ス

..'l
ア
ド
双
晶
を

な
す
鏡
下
に
見
れ
ば
鍛
島
花
園
斑
岩
は
角
閃
石
黒
革
母
の
大
斑
晶
を
含
め
も
.

千
山
の
華

岡
斑
岩
は
中
瓶
奪

岡
倉
石
基
中
に
白
色
止
長
石
斑
晶
を
含
み
鑑
下
に
見
れ
ば
石
英
は
魔
挿
さ
れ
粕
細
長

き
形
を
な
し
長
軸
の
方
向
に
排
列
す
る
傾
き
あ
-
之
れ
該
岩
石
が
肉
眼
的
に
刺
状
組
織
を
示
す
所
以
を
明
に
す
.

結

論

清
洲
の
花
園
岩
噴
出
の
時
代
を
考
ふ
る
に
勿
翰
始
源
代
正
片
麻
岩
の
根
源
を
な
す
始
源
代
花
嗣
潜
の
噴
出
あ
-
し

こ
ど
明
な
る
も
､
其
以
後
の
噴
出
期
は
之
を
三
期
に
慣
別
し
得
る
が
如
し
｡

箱

一
期
は
殖
源
代
片
麻
岩
の
み
を
貫
け
る
も
の
に
し
て
多
-
中
鼎
黒
雲
母
我
崩
岩
に
し
て
天
楯
山
附
近
畢
利
河
上

流
地
方
に
多
-
某
組
織
を
見
る
に
石
英
長
石
は
殆
ん
で
同
大
に
し
て
其
形
相
回
映
を
帯
び
魔
迫
作
用
を
蒙
-
し
如
き

戚
あ
-
ノ0



麓
二
期
は
蘭
寒
武
思
量
代
以
後
の
噴
出
に
し
て
ク
ヰ
-
ス
及
び

-
ヒ
-

ホ
I

へ
ソ
氏
等
の
ァ
ル
ゴ
ソ
キ
ア
ソ
荘
園

岩
yJ
祁
ふ
る
も
の
に
屈
し
山
楽
及
び
浦
洲
に
贋
-
分
布
す
る
も
の
な
-
0

ク
ヰ
-
ス
は
山
楽
花
梅
岩
に
就
て
記
述
し
て
臼
-
花
園
岩
は
中
瓶
紅
色
に
し
て
正
長
石
石
英
及
び
益
雲
母
よ
･Jl
成

-
泰
山
其
他
の
地
方
の
貌
間
色
花
岡
岩
は
赤
色
長
石
を
含
ま
や
級
廉
石
紙
泥
石
の
た
め
に
線
色
を
尊

べ
る
種
類
あ
-

泰
山
華

問
岩
は
角
閃
石
を
合
点
す
ぎ
.

リ
七
･i
ホ

エ

ソ
臼
-
泰
山
華

盟
有
は
粒
状
組
織
空

ポ
し
石
英
正
長
石
少
量

オ
リ
一T:
ク
ラ
ス

の
次

曹

長

石

k

}共
に
角
閃
石
及
び
黒
雲
母
片
ttq･J食
み
正
長
石
は
肉
紅
色
黄
色
及
び
白
色
に
し
て
結
晶
明
に
し
て
石
英

ケリ
スタ
ライ･1

は
園
暁
を
帯
び
屡

鹿々

晶

褒

状

を
汀
6す
云
々
.

然
る
に
清
洲
の
花
園
岩
は
前
に
述
べ
し
角
閃
花
嗣
岩
p
角
閃
畏
雲
母
花
園
潜
及
黒
宴
母
荘
園
畳
等
に
し
て
粒
状
或

は
斑
状
構
造
を
な
し
白
色
或
肉
紅
色
iE
長
石
を
食
み
泰
山
光
岡
岩
だ
同
じ
-
次
曹
長
石
を
含
む
も
の
あ
-
.
此
等
花

園
岩
は
閃
紘
岩
其
他
段
基
性
岩
脈
を
以
て
貫
か
れ
る
も
の
な
ら
.
此
時
代
に
は
藤
荘
園
岩
噴
出
あ
-
し
も
の
～
加
-

触
状
花
園
岩
を
貫
-
に
組
版
花
園
岩
或
は
斑
状
花
岡
岩
を
以
て
す
る
あ
I
･或
は
花
園
岩
及
び
片
腕
砦

を
賞
-
花
園
岩

脈

あ
rJ/

故
に
少
な
-
ど
も
細
櫨
花
園
岩
は
初
期
の
噴
出
物
に
し
て
粗
碇
及
斑
状
花
岡
岩
即
ち
高
麗
花
嗣
岩
之
に
次

ぎ
終
末
は
着
色
焼
物
の
少
な
き
光
岡
斑
忍
或
は
花
岡
岩
脈
等
が
噴
出
せ
し
も
の
ゝ
如
し
O
白
色
棟
状
花
崗
岩
斑
状
赤

色
載
同
意
の
貫
け
る
が
如
き
状
態
は
鳳
凪
山
方
蘭
に
之
を
見
る
べ
-
p
又
前
案
武
里
亜
代
岩
石
に
接
触
鼻
肇
を
輿

へ

た
る
例
は

7
両
山
地
方
の
権
悪
を
見
る
に
関
東
州
老
餓
山
地
方
楼
岩
ビ
同
じ
-
横
状
構
造
を
示
し
或
は
砂
嚢
片
猫
忍

耐
浦
測
り
花
山盟
有

[71m

七



地

球

節
四
替

弟
玉
髄

畠
田

八

の
加
-
鼻
質
し

叫
南
山
碓
砦
は
紅
柱
石
を
倉
み
花
嗣
潜
は
花
園
岩
圭
膿
の
後
期
生
成
物
た
る
石
英
脈
或
は
ペ
グ
マ
タ

イ
ト
岩
脈
を
以
て
貫
か
れ
た
-
此
等
忍
脈
は
荘
園
潜
の
冷
却
す
る
陣
の
冷
却
裂
醇
等
を
充
填
せ
し
も
の
な
ら
ん
O

飼
安
泰
銀
章
河
口
附
近
藤
家
鋲
の
北
旋
嶺
亜
鉛
鍍
山
地
方
に
於
て
は
花
岡
岩
を
以
て
賓
か
れ
し
慶
賀
粘
坂
岩
は
黒

雲
母
片
岩
或
は
鼎
雲
母
繰
況
片
岩
等
に
寝
じ
掌
母
片
岩
に
は
美
事
な
る
十
字
石
の
大
飴
晶
を
倉
む
も
の
あ
わ
.

安
泰
線
種
家
鳩
方
面
の
石
衣
岩
は
載
園
潜
の
LJ
め
に
鼻
質
し
結
晶
裏
方
胴
着
燐
衣
石
及
び
磁
餓
煤
等
を
含
む
も
の

あ

ゎ
ノO

麓
三
期
の
噴
出
は
奥
陶
紀
時
代
に
し
て
基
局
集
よ
-
成
廠
附
鑑
に
露
れ
る
奥
陶
石
次
岩
は
花
筒
栗
を
以
て
貫
か
れ

其
著
名
な
る

f
例
は
威
臓
の
東
屋
虚
構
銅
山
に
し
て
黄
銅
錬
々
石
は
石
衣
悪
ど
閃
線
溶
の
按
嫡
頻
尿
に
膝
胎
す
而
し

て
閃
純
岩
は
花
園
岩
々
膿
よ
rc,分
離
し
た
る
も
の
だ
考
;Ji
べ
き
も
の
な
rc1.

溝
洲
の
荘
園
岩
は
前
渡
武
里
茄
代
時
代
教
も
感
に
噴
出
せ
し
も
の
な
る
も
前
案
武
里
亜
代
よ
-
塞
武
里
蔓
紀
の
間

に
誕

-
動
力
鍵
贋
の
影
響
を
蒙
る
こ
ビ
少
な
き
が
如
し
.
如
何
ど
な
れ
ば
山
塊
の
中
心
部
に
瞥
る
荘
覇
者
の
造
岩
鱒

物
は
健
カ
の
た
め
に
破
砕
さ
れ
L
が
如
き
形
跡
を
認
め
ず
只
山
塊
の
緑
藻
の
部
分
の

7
部
が
片
麻
岩
肇
に
挺
性
す
る

を
見
る
の
み
斯
慶
性
は
横
座
的
動
力
の
慶
贋
に
あ
ら
ず
し
て
等
国
縫
的
雌
液
よ
う
渦
度
の
痘
化
の
た
め
に
蒋
鍵
晶
を

な
す
場
倉
に
片
麻
岩
贋
組
織
を
示
し
た
る
も
の
な
r･cl該
片
麻
岩
構
造
は
外
税
之
を
揖
は
す
の
み
に
し
て
顕
倣
的
に
は

粒
状
構
造
を
な
す
を
以
て
見
る
-
動
力
壁
質
的
の
現
象
に
あ
ら

ざ
る
こ
ビ
明
な
･Jl
｡



或
は
車

先
代
珠
凝
時
代
の
岩
石
に
接
し欄
す
る
花
岡
山菅
の
･=二
･J唱
へ
ら
る
ゝ
も
余
未
だ
之
を
端
審
す
る
機
骨
を
得
ざ

る
を
以
て
基
に
之
を
諭
せ
す
後
口
の
研
究
に
残
す
}J
云
爾
｡

和

泉

砂

岩

暦

に

裁

て

江
.

原

炭

住

和
泉
砂
岩
ビ
は
政
原
田
博
士
秒
命
名
に
し
て
同
博
士
は
此
の
砂
岩
暦
が
和
泉
山
脈
よ
-
淡
路
の
南
部
を
越
え
て
阿

讃
山
脈
に
及
び
東
に
四
国
の
北
棟
に
治
ひ
て
天
草
に
連
な
る
を
認
め
其
の
合
有
化
石
に

T
urriiites,
H
ami

tes及
び

澗
葉
樹
の
某
あ
る
よ
-
し
て
曲
の
砂
岩
暦
が
上
部
著
-
は
中
部
自
室
暦
な
る
べ
き
を
汲
憩
し
た
-
｡
煎
れ
}/
,
も
此
の

砂
岩
暦
ビ
四
囲
南
部
に
僚
逢
せ
る
-
リ
ゴ
エ
ア
砂
岩
瀞
ど
の
関
係
に
撃

Ilで
は
僻
は
充
分
な
る
研
究
を
姿
す
ご
し
て

之
を
同

7
現
せ
ざ
-
き
.
其
後
横
山
敦
控
が
讃
岐
小
海
相
の
和
泉
砂
岩
暦
よ
り
H
elfc
ocerasを
記
載
せ
る
常
時
も
材

粁
僻
は
不
充
分
堤
と
･J
L
で
同
僚
ビ
ト
リ
ゴ
エ
ア
砂
岩
膚
ビ
を
同

1
成
せ
ぎ
-
し
な
-
O

然
る
に
千
九
百
二
年
蓉
行
の
育
苗
分

1
本
邦
地
質
固
説
明
番
に
は
和
泉
砂
岩
暦

ĴJ
･Jl
ヅ
ゴ
エ
ア
砂
岩
膚
ビ
を
同

7

の
も
の
亡
児
徹
し
之
を
和
泉
砂
岩
中
に

7
宿
し
童
･J,'
爾
凍
両
者
を
同

1
戒
し
っ
ゝ
今
日
に
垂
れ
も
O
此
の
革
た
る

や
､
甫
西
日
本
自
業
厨
の
研
究
に
封
し
て
は
其
の
係
は
る
併
大
な
-
0
阿
ど
な
れ
ば
北
極
鑑
上
部
自
室
暦
ど
親
線
あ

和
泉
砂
岩
層
に
就
い
て

喜

蕗

九


